
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６
月
10
～
11

日
の
２
日
間
、
東
京
都
墨
田
区

「
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
」
に

て
第
35
回
定
期
大
会
を
開
催
し
、

代
議
員
・
特
別
代
議
員
・
傍
聴

者
な
ど
約
２
３
０
人
が
会
場
に

参
集
し
た
。
議
長
団
の
１
人
と

し
て
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
よ
り
香
西

若
菜
代
議
員
を
選
出
し
、
２
０

２
５
年
度
の
運
動
方
針
等
を
満

場
一
致
で
決
定
し
た
。

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
市
朗
会

長
は
「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成

長
に
は
経
営
の
自
立
と
民
間
活

力
の
発
揮
が
不
可
欠
」
と
述
べ

た
う
え
で
、
入
社
以
来
の
経
過

を
踏
ま
え
つ
つ
「
互
い
を
認
め

合
い
団
結
す
る
こ
と
が
労
働
組

合
の
本
質
。
民
主
的
組
織
で
あ

る
労
働
組
合
で
組
合
員
の
信
任

を
得
て
活
動
で
き
た
こ
と
を
誇

り
に
思
う
」
と
31
年
間
の
組
合

専
従
活
動
を
振
り
返
っ
た
。

議
事
で
は
、
執
行
部
よ
り
一

般
経
過
報
告
・
決
算
報
告
と
と

も
に
、
新
た
に
Ｊ
Ｒ
連
合
に
加

盟
し
た
四
国
鉄
道
機
械
ユ
ニ
オ

ン
の
松
岡
翔
汰
執
行
委
員
長
、

粟
飯
原
弘
季
書
記
長
に
加
盟
証

書
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
度
運
動

方
針
案
及
び
予
算
案
の
提
起
と

と
も
に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
が
緊
急
的

に
対
応
を
求
め
る
重
点
政
策
課

題
に
つ
い
て
～
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨

物
会
社
が
さ
ら
に
40
年

世
の

中
へ
貢
献
す
る
た
め
に
～
」
と

題
し
て
石
川
産
業
政
策
局
長

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
選
出
）

か
ら
提
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

の
内
容
に
対
し
て
、
11
名
の
代

議
員
・
特
別
代
議
員
よ
り
、
安

全
、
組
織
拡
大
、
政
策
活
動
・

政
治
方
針
、
男
女
平
等
参
画
等

に
関
す
る
質
疑
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
か
ら
は
、
和
田
庄
平

代
議
員
が
安
全
、
政
策
・
政
治

活
動
、
男
女
平
等
を
含
む
組
織

活
動
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て

発
言
。
担
当
役
員
の
答
弁
を
経

て
各
議
案
は
満
場
一
致
で
可
決

さ
れ
た
。
役
員
改
選
で
は
、
荻

山
会
長
、
政
所
事
務
局
長
、
相

良
局
長
、
羽
野
執
行
委
員
が
退

任
し
、
上
村
会
長
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
）
、
今
井
事
務
局
長
、
谷
口

執
行
委
員
、
榎
硲
執
行
委
員

（
い
ず
れ
も
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ

ン
）
が
新
た
に
選
出
さ
れ
た
ほ

か
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
は
引

き
続
き
石
川
執
行
委
員
が
選
任

さ
れ
た
。

最
後
に
、
上
村
新
会
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
新
年
度
の
運

動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

【
和
田
代
議
員
】

①
四
国
新
幹
線
実
現
に
向
け
た

署
名
活
動
へ
の
取
り
組
み
に
感

謝
。
来
る
参
議
院
選
挙
に
お
い

て
も
推
薦
候
補
全
員
の
当
選
に

取
り
組
む
。

②
安
全
・
安
定
・
安
心
輸
送
の

確
立
は
最
優
先
課
題
。
職
場
の

声
を
踏
ま
え
労
働
組
合
の
提
言

機
能
を
発
揮
す
る
。

③
人
財
確
保
に
よ
り
教
育
体
制

の
拡
充
等
図
る
面
か
ら
も
労
働

環
境
改
善
を
進
め
る
。
改
善
に

あ
た
っ
て
は
、
男
女
と
も
に
安

心
し
て
働
き
や
す
い
環
境
整
備

が
急
務
で
あ
り
、
女
性
リ
ー
ダ
ー

の
活
躍
は
不
可
欠
。
「
女
性
役

員
Ｎ
Ｗ
委
員
会
」
を
有
機
的
に

活
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

④
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
で
の
安

全
意
識
向
上
も
課
題
。
新
た
な

四
国
鉄
道
機
械
ユ
ニ
オ
ン
も
含

め
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
一
丸
と
な
っ

て
安
全
風
土
の
情
勢
に
努
め
る
。

昨年に続き「第４次男女平等参画
行動目標」の一部を達成

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
５
月

14
日
に
申
第
16
～
18
号
に
て

Ｊ
Ｒ
四
国
に
対
し
「
夏
季
手

当
の
要
求
等
」
を
申
し
入
れ

た
。５

月
27
日
に
行
っ
た
１
回

目
の
交
渉
に
て
組
合
は
「
先

行
き
不
透
明
な
状
況
が
継
続

す
る
も
、
移
動
需
要
の
回
復

等
に
よ
る
鉄
道
運
輸
収
入
の

大
幅
な
改
善
に
加
え
、
駅
ビ

ル
等
の
開
業
効
果
も
あ
り
、

２
期
連
続
の
黒
字
決
算
を
実

現
し
た
。
長
期
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
２
０
３
０
の
達
成
、
Ｊ
Ｒ

四
国
グ
ル
ー
プ
が
社
会
的
使

命
を
果
た
し
続
け
る
た
め
に

も
人
財
の
確
保
が
最
大
の
経

営
課
題
で
あ
り
、
組
合
員
が

生
き
生
き
と
働
く
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
示
す
こ
と
が
重

要
」
と
強
く
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
会
社
は
、
２

回
目
と
な
る
６
月
12
日
の
交

渉
に
て
「
黒
字
決
算
を
達
成

す
る
も
、
減
価
償
却
等
の
費

用
が
増
嵩
。
経
営
見
通
し
に

加
え
人
材
確
保
に
資
す
る
よ

う
、
検
討
を
進
め
る
」
と
し

た
。
組
合
は
引
き
続
き
、
要

員
が
不
足
す
る
中
で
の
組
合

員
の
日
々
の
奮
闘
、
エ
キ
ス

パ
ー
ト
組
合
員
、
準
組
合
員

の
会
社
へ
の
貢
献
が
な
け
れ

ば
今
般
の
黒
字
決
算
が
な
か
っ

た
点
を
を
強
く
訴
え
、
誠
意

あ
る
回
答
を
要
請
。

粘
り
強
く
交
渉
を
行
っ
た

結
果
、
６
月
20
日
の
３
回
目

交
渉
に
て
、
昨
夏
を
０
．
11
ヵ

月
上
回
る
１
．
97
ヵ
月
（
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
を
含
め

て
２
．
37
ヵ
月
）
の
回
答
を

引
き
出
し
た
。
会
社
か
ら
は
、

２
０
２
４
年
度
決
算
に
お
い

て
鉄
道
運
輸
収
入
や
賃
料
収

入
の
拡
大
を
受
け
黒
字
決
算

と
な
っ
た
点
や
、
人
員
の
不

足
を
補
い
な
が
ら
安
全
の
確

保
や
業
務
運
営
の
継
続
に
努

め
た
点
、
鉄
道
の
抜
本
的
高

速
化
に
向
け
て
機
運
醸
成
を

推
進
し
た
点
な
ど
を
最
大
限

評
価
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、

こ
の
間
の
組
合
員
の
奮
闘
を

最
大
限
評
価
し
た
会
社
の
精

一
杯
の
回
答
と
判
断
し
妥
結

し
た
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
29
、
32
、
33

参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
ジ
ェ
イ

ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の
夏
季
賞

与
に
係
る
団
体
交
渉
を
５
月
26

日
、
６
月
18
日
に
実
施
し
た
。

１
回
目
の
交
渉
に
お
い
て
組

合
は
「
昨
年
度
決
算
は
前
年
度

を
１
億
円
以
上
上
回
る
黒
字
決

算
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
少
な

い
人
員
の
中
、
各
職
場
が
一
丸

と
な
っ
て
協
力
し
た
「
組
合
員

の
努
力
の
賜
物
」
。
夏
季
賞
与

は
生
活
給
と
し
て
の
側
面
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
人
材
獲
得
競

争
に
お
い
て
も
非
常
に
重
要
。

誠
意
あ
る
回
答
を
」
と
強
く
要

請
。
こ
れ
に
対
し
会
社
は
「
減

収
増
益
の
中
、
直
近
の
春
闘
で

も
賃
金
水
準
を
改
善
し
て
き
て

お
り
、
人
件
費
等
の
支
出
も
大

き
い
。
収
支
を
意
識
し
な
が
ら

検
討
を
進
め
る
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
し
、

決
算
状
況
も
踏
ま
え
、
賞
与
へ

の
組
合
員
の
期
待
感
の
高
さ
を

強
く
訴
え
続
け
、
迎
え
た
２
回

目
の
交
渉
で
は
、
会
社
よ
り
昨

夏
を
０
．
15
ヵ
月
分
上
回
る
２
．

３
ヵ
月
と
の
回
答
が
示
さ
れ
た
。

組
合
は
、
要
求
月
数
と
乖
離

が
あ
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
き
た

こ
と
や
、
本
春
闘
で
の
引
き
上

げ
を
踏
ま
え
、
こ
の
間
の
組
合

員
の
奮
闘
が
評
価
さ
れ
た
結
果

と
判
断
し
妥
結
す
る
と
と
も
に
、

労
使
が
一
丸
と
な
っ
て
営
業
利

益
の
確
保
や
安
全
・
安
心
輸
送

の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

（
詳
し
く
は
、
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
№
14
、
15
を
参
照
）

◆
昨
夏
か
ら
０
．
15
ヵ
月
の
改
善
！

２
．
３
ヵ
月
支
給
!!

総
勢
２
３
０
名
が

会
場
に
集
結
！

Ｊ
Ｒ
連
合
第
35
回
定
期
大
会
開
催
！

議長団に選出された香西代議員

四国鉄道機械ユニオンが加盟！

引き続き選任された
石川執行委員

新たに上村会長を選出

ＪＪＲＲ四四国国労労組組のの
政政策策実実現現にに向向けけてて

国国政政のの立立場場かからら支支援援のの輪輪をを
広広げげらられれるるよようう

投票に行こう！！
期日前投票も活用しよう!!

７/20(日)は
第27回参議院議員選挙

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
水
準
近
く
ま
で

支
給
月
数
が
回
復

夏
季
手
当
・
賞
与

交
渉
妥
結

本
春
闘
よ
り
エ
キ
ス
パ
ー
ト
組
合
員
に
係
る

一
時
金
係
数
０
・
８
へ

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支
援
金
含
め

２
．
37
ヵ
月
を
勝
ち
取
る
!!

※
賞
与
単
体
１
．
97
ヵ
月

ＪＪＲＲ四四国国

コ
ロ
ナ
禍
直
前
の

支
給
月
数

最
高
値
を
更
新

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
６

月
４
日
（
水
）
に
高

松
市
内
に
お
い
て
、

四
国
の
新
幹
線
の

「
早
期
実
現
」
を
求

め
る
署
名
受
贈
式
を

行
い
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か

ら
荻
山
会
長
、
石
川

産
業
政
策
局
長
（
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
よ
り
派

遣
）
が
参
加
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
か
ら
は
大

谷
執
行
委
員
長
（
Ｊ

Ｒ
連
合
副
会
長
）
が

参
加
の
上
、
四
国
新

幹
線
整
備
促
進
期
成
会
・
長
井

会
長
に
25
万
筆
（
受
贈
式
時
点

で
は
23
万
３
，
１
４
６
筆
）

の
署
名
を
手
渡
し
た
。

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
全
国
に
高
速

鉄
道
・
新
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
が
必
要
と
し
た
上
で
、

特
に
四
国
に
お
い
て
は
今
後
の

収
益
の
柱
、
ま
た
「
四
国
版
Ｍ

ａ
ａ
Ｓ
」
の
実
現
に
向
け
、
四

国
へ
の
新
幹
線
導
入
は
不
可
欠

と
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

も
こ
の
方
針
に
賛
同
の
も
と
、

２
月
の
第
38
回
定
期
本
部
委
員

会
に
て
、
署
名
活
動
に
取
り
組

む
旨
を
確
認
し
、
４
ヶ
月
弱
の

期
間
に
お
い
て
、
３
万
３
，
５

８
７
筆
も
の
署
名
を
集
め
る
こ

と
と
な
っ
た
。
改
め
て
各
組
合

員
の
こ
の
間
の
取
り
組
み
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
と
連
携
し
、
四
国
へ
の
新
幹

線
整
備
を
含
む
政
策
課
題
解
決

に
向
け
、
引
き
続
き
取
り
組
み

を
推
進
す
る
。
（
詳
細
は
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス
№
31
参
照
）

ｼｼﾞ゙ｪｪｲｲｱｱｰーﾙﾙ
四四国国ﾊﾊﾞ゙ｽｽ

四
国
の
新
幹
線
の
「
早
期
実
現
」
を
求
め
る
署
名

発
言
要
旨

和田代議員

受贈式の様子

約

25
万
筆
を
Ｊ
Ｒ
連
合
が
期
成
会
に
提
出
！

組合員によるこの間の取り組みに感謝!!

中村 鉄平
和田 庄平四国労組運動をチェック！
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６
月
23
日
（
月
）
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い
て
、
安
全
推
進

委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
武
智
安
全
推
進
委
員

長
よ
り
「
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に
お

い
て
、
安
全
は
す
べ
て
に
優
先

す
る
最
重
要
課
題
。
不
安
全
事

象
が
続
い
て
お
り
、
安
全
の
確

保
に
向
け
て
し
っ
か
り
と
し
た

議
論
が
必
要
」
と
の
挨
拶
を
受

け
た
。

議
事
は
、
安
全
・
事
故
防
止

に
関
す
る
経
営
協
議
会
・
職
場

環
境
改
善
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
安
全

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
後
、
２
０
２
５

年
度
の
安
全
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
議
論
。
設
備
面
に

関
す
る
話
題
の
ほ
か
異
常
時
対

応
の
定
着
化
、
熱
中
症
へ
の
対

応
、
働
き
方
の
見
直
し
等
、
幅

広
く
意
見
交
換
を
行
い
、
職
場

か
ら
の
安
全
確
立
に
向
け
た
意

思
統
一
を
図
っ
た
。

安
全
推
進
委
員
会
と
同
日

「
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会
」

を
開
催
。
冒
頭
、
武
智
乗
務
員

共
済
運
営
委
員
長
か
ら
「
乗
務

員
共
済
は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
独

自
共
済
。
よ
り
良
い
仕
組
み
と

な
る
よ
う
議
論
を
お
願
い
す
る
」

と
挨
拶
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
決
算
報
告
、
給

付
実
績
及
び
加
入
状
況
に
つ
い

て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
給
付

対
象
の
考
え
方
や
今
後
の
あ
り

方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
後
、

承
認
さ
れ
た
。

５
月
10
日
（
土
）
本
部
１
階

会
議
室
に
お
い
て
「
第
１
回
男

女
平
等
参
画
推
進
委
員
会
」
を

開
催
。
委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ｒ
連

合
の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
第

４
次
男
女
平
等
参
画
行
動
計
画
」

の
内
容
に
つ
い
て
再
周
知
し
た

上
で
、
目
標
達
成
に
向
け
て
各

級
機
関
で
の
取
組
み
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
議
論
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
の
取
り
組
み

と
し
て
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
大
会
等
で
の
意
見
を
総

合
労
働
協
約
改
訂
や
春
闘
等
団

体
交
渉
で
活
用
し
、
各
種
改
善

を
実
行
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

あ
わ
せ
て
、
昨
今
女
性
組
合
役

員
の
登
用
が
増
え
て
い
る
実
態

を
踏
ま
え
有
機
的
な
連
携
が
取

れ
る
よ
う
、
「
女
性
役
員
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
委
員
会
」
を
設
け
、

そ
の
会
議
に
お
け
る
意
見
交
換

の
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
の
報
告
を
踏
ま
え
、
、

女
性
組
合
員
の
採
用
や
定
着
に

向
け
て
の
会
社
の
取
り
組
み
等

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
男
女
平

等
参
画
の
取
り
組
み
を
推
進
し
、

今
後
も
男
女
が
と
も
に
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。

香
川
支
部
青
年
女
性
会
議
は
、

６
月
10
日
（
月
）
「
学
校
法
人

聖
母
学
園

高
松
聖
母
幼
稚
園
」

に
て
、
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
子
供
に
よ
る

線
路
内
立
入
等
に
よ
る
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
の
経
験
を
教
訓
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て

青
年
女
性
会
議
が
主
体
と
な
り

企
画
し
、
今
回
は
24
回
目
の
開

催
と
な
っ
た
。

76
名
の
園
児
を
前
に
、
２
部

構
成
の
寸
劇
を
行
っ
た
後
、
園

児
と
一
緒
に
正
し
い
踏
切
の
渡

り
方
を
練
習
し
た
。
参
加
し
た

園
児
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
～
！
」

「
（
踏
切
の
渡
り
方
が
）
わ
か
っ

た
～
！
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
運
営
に
携
わ
っ
た
組
合

員
か
ら
も
大
勢
の
子
供
達
と
触

れ
合
い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
せ
た
一
方
、
自
信
の
職
責

の
重
さ
を
感
じ
有
意
義
な
時
間

と
な
っ
た
と
の
声
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
労
働
組

合
と
し
て
の
社
会
的
な
役
割
に

鑑
み
、
引
き
続
き
積
極
的
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取
り
組
む
。

本
部
青
年
女
性
会
議
は
、
５

月
16
日
（
金
）
香
川
県
青
年
セ

ン
タ
ー
（
高
松
市
）
に
て
、
第

２
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
、
四
国
各
地
か
ら
集
っ
た

60
名
の
青
女
組
合
員
が
６
チ
ー

ム
に
別
れ
リ
ー
グ
戦
に
て
競
い

合
っ
た
。
経
験
者
だ
け
で
な
く

未
経
験
者
や
女
性
も
ハ
ツ
ラ
ツ

と
プ
レ
ー
し
、
仲
間
た
ち
と
交

流
を
深
め
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
職
場
や
系
統
の
枠
を
越

え
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

６
月
５
日
（
木
）
サ
ン
ポ
ー

ト
会
議
室
（
香
川
県
高
松
市
）

に
お
い
て
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
特
設
コ
ー
ス
（
管
理
者

セ
ミ
ナ
ー
）
」
を
開
催
し
た
。

本
ス
ク
ー
ル
は
、
現
場
長
・

助
役
、
非
現
業
部
門
の
主
席

ク
ラ
ス
、
管
理
者
資
格
保
有

者
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て

お
り
、
当
日
は
四
国
各
地
よ

り
19
名
が
参
加
。

大
谷
執
行
委
員
長
に
よ
る

特
別
講
義
の
後
、
中
央
交
運

労
協
の
慶
島
事
務
局
長
（
Ｊ

Ｒ
連
合
か
ら
派
遣
）
を
講
師

に
招
き
「
こ
れ
か
ら
の
労
働

運
動
と
わ
た
し
た
ち
の
役
割

に
つ
い
て
」
に
係
る
講
義
を

受
け
、
良
好
な
労
使
関
係
の

構
築
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
取
り
方
な
ど
を
テ
ー
マ

に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
っ
た
。
受
講
者
同
士

が
自
身
の
体
験
や
、
懸
念
す

る
点
等
を
意
見
交
換
す
る
こ

と
で
よ
り
理
解
が
深
ま
り
、

管
理
者
組
合
員
と
し
て
の
意

識
情
勢
や
取
り
組
み
を
促
す

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

愛
媛
支
部
は
６
月
27
日
（
金
）
、

香
川
支
部
・
本
社
支
部
な
ら
び

に
高
知
支
部
は
、
６
月
30
日

（
月
）
、
徳
島
支
部
は
７
月
２

日
（
水
）
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
主

催
の
出
向
組
合
員
対
話
集
会
を

開
催
し
た
。

支
部
執
行
部
に
加
え
、
本
部

か
ら
も
担
当
役
員
が
出
席
し
た

各
集
会
で
は
、
直
近
の
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
取
り
組
み
と
し
て
夏

季
手
当
に
係
る
団
体
交
渉
や
経

営
協
議
会
に
つ
い
て
説
明
し
た

の
ち
、
意
見
交
換
を
実
施
。
出

向
組
合
員
か
ら
は
、
各
社
で
行

わ
れ
て
い
る
制
度
改
正
等
も
踏

ま
え
た
処
遇
改
善
に
関
す
る
意

見
や
、
人
員
不
足
、
出
向
先
に

お
け
る
情
報
共
有
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
意
見
が
あ
っ
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や
問

題
点
に
関
す
る
意
見
は
集
約
・

精
査
し
、
よ
り
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
実
現
の
た
め
、

今
後
の
団
体
交
渉
や
経
営
協
議

会
等
を
通
じ
て
反
映
さ
せ
て
い

く
。

◆
第
10
回

６
月
６
日
（
金
）
本
部
１
階

会
議
室
に
て
第
10
回
本
部
執
行

委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
２
０
２
４
年
度
決
算

・
安
全
・
事
故
防
止

（
と
も
に
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
団
交
）

・
２
０
２
５
年
度
夏
季
手
当

夏
季
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
政
策
）

・
新
幹
線
署
名
の
集
計
結
果

及
び
手
交
式

（
財
政
）

・
部
内
監
査
、
部
外
監
査

（
職
場
対
話
）

・
徳
島
、
香
川
、
自
動
車

（
部
会
）

・
工
務
部
会
三
役
分
科
長
会
議

・
営
業
部
会
常
任
委
員
会

（
青
女
）

・
第
２
回
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会

・
第
29
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

（
レ
ク
）

・
第
３
回
ド
ッ
チ
ビ
ー
大
会

（
共
闘
）

・
第
30
回
交
通
運
輸
政
策
研

究
集
会

・
第
３
回
地
方
代
表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡

会
拡
大
幹
事
会

【
議
事
】

①
２
０
２
４
年
度
決
算
に
お
け

る
剰
余
金
の
処
理
に
つ
い
て

②
２
０
２
５
年
度
の
財
政
方

針
に
つ
い
て

③
第
44
回
定
期
大
会

④
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
の
経
営

協
議
会
の
付
議
に
つ
い
て

⑤
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関
す
る

要
求
項
目
の
集
約
に
つ
い
て

⑥
男
女
平
等
参
画
の
実
現
に
関
す

る
ト
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て

⑧
そ
の
他

◆
第
11
回

７
月
11
日
（
金
）
ホ
テ
ル
ク

レ
メ
ン
ト
高
松
に
て
第
11
回
本

部
執
行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
】

（
経
協
）

・
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後

（
団
交
）

・
２
０
２
５
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
組
織
）

・
東
京
地
区
、
大
阪
地
区
集
会

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
職
場
対
話
）

・
自
動
車

（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

「
特
設
コ
ー
ス
」

（
青
女
）

・
鉄
道
版
交
通
安
全
教
室

（
部
会
）

・
運
転
部
会
常
任
委
員
会

・
工
務
部
会
三
役
分
科
長
会
議

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
34
回
議
員

団
会
議
総
会

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
35
回
定
期
大
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

【
議
事
】

①
２
０
２
５
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

本
部
執
行
委
員
会

５
月
24
日(

土)

、
本
部
主
催

第
３
回
ド
ッ
ヂ
ビ
ー
大
会
を
本

年
３
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
あ

な
ぶ
き
ア
リ
ー
ナ
香
川
（
高
松

市
）
」
に
て
開
催
し
、
総
勢
64

名
が
参
加
し
た
。

天
候
の
影
響
も
あ
り
、
チ
ー

ム
編
成
が
変
更
と
な
る
な
ど
、

想
定
外
の
事
態
も
あ
っ
た
が
、

各
チ
ー
ム
と
も
楽
し
く
プ
レ
ー

で
き
た
。
優
勝
決
定
戦
で
は
、

自
動
車
支
部
・
本
部
チ
ー
ム
が

競
り
勝
ち
、
見
事
第
３
回
大
会

の
王
者
に
輝
い
た
。
競
技
後
に

は
、
ス
タ
ン
ド
に
て
お
弁
当
も

食
べ
な
が
ら
、
懇
親
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
を
通
じ
て
親
睦
と
団

結
の
素
晴
ら
し
さ
を
認
識
で
き

る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組
む
。

真新しいあなぶきアリーナで熱戦!

安
全
推
進
委
員
会

各系統からの視点に基づき議論

四
国
地
方
交
通
運
輸
産
業
労

働
組
合
協
議
会
（
四
国
交
運
労

協
）
は
、
６
月
24
日
（
火
）
に

鉄
軌
道
部
会
、
30
日
（
月
）
に

バ
ス
部
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
サ
ン

ポ
ー
ト
高
松
合
同
庁
舎
に
て
四

国
運
輸
局
へ
の
要
請
行
動
を
行
っ

た
。
部
会
か
ら
要
請
を
行
っ
た

後
、
四
国
運
輸
局
か
ら
の
回
答

を
受
け
、
現
場
の
実
態
を
訴
え

る
等
、
質
疑
を
行
っ
た
。

鉄
軌
道
部
会
で
は
、
和
田
鉄

軌
道
部
会
長
の
ほ
か
、
委
員
と

し
て
、
池
田
佳
憲
委
員
（
本
社

支
部
副
執
行
委
員
長
）
が
出
席

し
、
特
に
「
労
働
力
確
保
に
向

け
た
支
援
」
、
「
ポ
リ
シ
ー
ミ
ッ

ク
ス
の
観
点
か
ら
文
教
費
を
活

用
し
た
支
援
」
、
「
女
性
活
躍

の
推
進
」
「
ワ
ン
マ
ン
列
車
対

策
」
等
に
つ
い
て
必
要
な
措
置

を
取
る
よ
う
要
請
し
た
。

ま
た
、
バ
ス
部
会
に
お
い
て

は
岩
本
敏
幸
委
員
（
自
動
車
支

部
執
行
委
員
長
）
と
西
村
浩
一

委
員
（
同
執
行
委
員
）
が
出
席

し
、
「
運
転
手
の
見
習
い
中
の

高
速
道
路
料
金
の
見
直
し
」
や

「
連
休
等
で
渋
滞
が
見
込
ま
れ

る
場
合
の
労
働
時
間
の
考
え
方
」

等
に
つ
い
て
要
請
・
質
疑
を
行
っ

た
。

白熱した議論を行った
自動車部会

要請書を手交する
和田鉄軌道部会長(右)

出
向
組
合
員
対
話
集
会

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

◆
特
設
コ
ー
ス

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）管理者組合員として取り組むべき

事柄について理解を深めた

６
月
26
日
（
木
）
本
部
１

階
会
議
室
に
て
、
Ｊ
Ｒ
四
国

労
組
議
員
団
会
議
第
34
回
総

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
山
本
悟
史
団
長

（
香
川
県
議
会
）
よ
り
挨
拶

を
受
け
て
議
事
に
入
り
、
経

過
報
告
、
会
計
・
会
計
監
査

報
告
を
行
い
、
今
年
度
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
事
務
局
よ

り
説
明
。
新
年
度
の
役
員
体

制
を
確
認
し
た
後
、
会
社
の

経
営
動
向
や
労
働
組
合
の
活

動
内
容
、
政
策
課
題
等
に
つ

い
て
認
識
共
有
を
し
た
上
で
、

地
域
交
通
に
お
け
る
課
題
や
、

労
働
力
確
保
、
会
社
施
策
等

に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
今
後
も

議
員
団
会
議
と
の
連
携
を
密

に
し
、
政
策
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労

組
ニ
ュ
ー
ス
№
34
参
照
）

【
役
員
体
制
】

団

長

山
本

悟
史

（
香
川
県
議
会
）

副
団
長

藪

乃
里
子

（
多
度
津
町
議
会
）

幹
事
長

橋
本
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男女平等参画推進会議の様子
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